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新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
百
二
十
八
憶
一
千
万
円

で
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
二
億
九
千
万
円
、
一
・
三
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
を
含
む
全

会
計
の
予
算
は
四
百
七
億
八
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初

と
比
較
し
て
一
億
五
千
百
万
円
、
〇
・
四
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
つ
い
て
は
終
結
を
見
い
だ
せ
ず
、
国

内
は
と
い
う
と
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
に
よ
る
地
域
経

済
の
停
滞
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、一
月
に
新
市
長
が
誕
生
し
、

ま
た
、
令
和
四
年
度
か
ら
は
、
第
二
次
五
泉
市
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
政
策
を
し
っ
か
り
審
議
し
な
が
ら
、

市
民
生
活
を
担
う
車
の
両
輪
と
し
て
、
市
政
運
営
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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五泉市議会

　２月臨時会において、市長から次のとおり議会で報告を受けました。

◆新型コロナウイルス感染症の発生及びワクチンの接種状況について　

当 局 報 告

五泉市議会だより　第63号　

令和４年 第１回

　令和４年第１回臨時会が１月12日に開かれました。
　住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金及び新型コ
ロナウイルス対応事業４事業等に対する補正予算が慎重
審議の結果、下記のとおり議決されました。

住民税非課税世帯に対する臨時給付金
事業などに関する補正予算案を審議１月12日

臨時会

主な議案の議決結果・概要【第１回　１月臨時会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
佐
藤
　
良
徳

２
山
田
　
正
良

３
波
塚
　
静
亮

４
（
欠
　
番
）

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
安
中
　
　
聡

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
長

議第
１号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第15号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
１

※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

コロナ禍等に対応する補正予算案等
２議案を審議
　令和４年第２回臨時会が２月10日に開かれ、まん延防
止等重点措置に伴う感染症拡大防止協力金支給事業に係
る補正予算及び保育士等処遇改善臨時特例補助金、新型
コロナウイルス感染者生活支援、除雪経費に関する補正
予算の２件について議決されました。

令和４年 第２回

臨時会

２月10日

主な議案の議決結果・概要【第２回　２月臨時会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
長

議第
２号

専決処分の報告承認について（令和３年度五泉市一般会計補
正予算（第16号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※
１議第

３号
令和３年度五泉市一般会計補正予算（第17号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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五泉市議会

　定例会最終日、市長から次のとおり議会で報告を受けました。　　

◆新型コロナウイルス感染症の発生及びワクチンの接種状況について

当 局 報 告

五泉市議会だより　第63号　

２月24日(木)

25日(金)

28日(月)

３月４日(金)

８日(火)

９日(水)

18日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議・採決、施政方針説

　　　　明、一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問、議案審議・採決、議案上程、委員会付託、議長

　　　　報告）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告・採決、議長報告、当局報告、議案審議、

　　　　採決、閉会）

　２月定例会の日程

月　日 内　　　　容

新年度予算など54議案を審議
　令和４年第３回２月定例会が２月24日に招集され、３

月18日までの23日間の会期で開催されました。

　初日の24日は、会期の決定、議長報告、条例改正や各

会計補正予算案など８件の議案を審議・採決後、新年度

に向けた市長の施政方針の説明があり、続いて一般質問の一部を行いました。

　２日目の25日は、引き続き一般質問を行い散会しました。

　３日目の28日は、残りの一般質問を行った後、補正予算１件を審議・採決

し、議案19件を一括議題として当局の提案説明を行い、議案と施政方針に対

する総括質疑を行った後、各常任委員会に付託しました。また請願１件も所

管常任委員会に付託しました。

　最終日の３月18日は、委員会付託案件について各常任委員会の審査報告に

続いて採決が行われました。その後農業委員会委員の任命に関する人事案件

19件、日程追加された議長報告１件、当局報告１件、市長からの追加議案３

件と議員発議４件などを審議・採決して閉会しました。

令和４年 第３回

定例会

２月
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五泉市議会だより　第63号

五泉市議会

問  

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
原
点
に
返
っ
て

再
検
討
を
行
う
と
の
一
般
質
問
で
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
原
点
と
は
ど
の

時
点
で
あ
る
の
か
伺
う
。

答  

一
般
質
問
の
答
弁
で
は
、
議
決

後
の
時
点
に
立
ち
返
る
と
い
う
こ
と

で
、区
域
と
実
施
方
式
は
議
決
済
み
、

議
決
さ
れ
て
い
な
い
ま
ち
割
り
と
町

名
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
と
い
う

意
味
合
い
で
す
。

問  

市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
よ
う

で
あ
る
が
、
中
学
校
の
学
区
が
村
松

地
域
全
域
に
な
る
な
ど
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
。意
見
聴
取
の
対
象
は
、

住
居
表
示
対
象
区
域
の
住
民
の
み
で

あ
る
の
か
伺
う
。

答  

基
本
的
に
は
住
居
表
示
対
象
区

域
内
の
住
民
の
意
見
を
聞
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

い
つ
で
も
意
見
を
い
た
だ
け
る
状
況

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
波
塚
　
静
亮

○
深
井
　
邦
彦
　
　
長
谷
川
政
弘
　
　
山
田
　
正
良

（◎委員長　○副委員長）

（◎委員長　○副委員長）

（
主
な
質
疑
）

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
　
　
　
　【
消
防
機
関
】

村
松
地
区
の
住
居
表
示
に

つ
い
て
　
　
　【
市
民
課
】

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
今
井
　
　
博
　
　
大
橋
　
建
太

○
桑
原
　
一
憲
　
　
佐
藤
　
　
浩
　
　
佐
藤
　
良
徳

（
主
な
質
疑
）

問  

定
員
か
ら
百
名
ほ
ど
不
足
し
て

い
る
消
防
団
員
に
つ
い
て
の
現
状
と

増
員
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

人
口
減
少
と
少
子
化
に
よ
り
、

定
員
割
れ
し
て
い
る
消
防
団
が
複
数

あ
り
、
定
員
の
半
数
以
下
で
活
動
し

て
い
る
消
防
団
も
あ
り
ま
す
。
団
員

の
勧
誘
や
募
集
に
つ
い
て
は
、
町
内

会
長
会
議
開
催
時
に
、
消
防
団
長
か

ら
各
町
内
会
長
へ
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
市
の
事
業
と
し
て
、
マ
イ
消

防
団
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
を
実
施

し
団
員
の
福
利
厚
生
に
資
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

問  

少
人
数
で
の
消
防
団
活
動
は
困

難
な
状
況
で
あ
り
、
集
落
内
で
の
応

援
や
常
備
消
防
の
応
援
が
な
け
れ
ば
、

成
り
立
た
な
い
状
況
で
あ
る
と
思
う

が
、
解
消
す
る
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

団
員
の
少
な
い
と
こ
ろ
と
余
裕

の
あ
る
と
こ
ろ
を
調
査
し
、
今
後
の

団
員
の
定
数
な
ど
も
含
め
、
持
続
可

能
な
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
編
成

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問  

総
合
会
館
の
多
目
的
練
習
場
・

野
球
練
習
場
を
、
現
在
の
土
間
か
ら

人
工
芝
に
改
修
す
る
工
事
に
つ
い

て
、
練
習
場
を
利
用
す
る
関
係
団
体

と
協
議
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
費

用
面
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
検
討
し

た
の
か
伺
う
。

答  

サ
ッ
カ
ー
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
利
用
団
体
か
ら
は
、
土
間
よ
り

人
工
芝
の
ほ
う
が
よ
く
、
毛
足
は
短

い
も
の
の
ほ
う
が
よ
い
と
の
意
見
を

伺
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
各
団
体

と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
人
工
芝
は
、
初
期
投
資

を
す
れ
ば
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
は

あ
ま
り
か
か
ら
な
い
こ
と
を
、
他
市

の
導
入
事
例
な
ど
の
調
査
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

要
望  

念
願
で
あ
っ
た
多
目
的
練
習

場
・
野
球
練
習
場
の
改
修
で
あ
る
の

で
、
多
く
の
方
か
ら
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

問  

交
付
の
手
順
と
導
入
ま
で
の
流

れ
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
あ

る
端
末
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

置
き
、
暗
証
番
号
を
入
力
し
、
必
要

な
証
明
書
と
部
数
を
選
び
、
窓
口
交

付
と
同
額
の
代
金
を
端
末
に
支
払
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
が
携
わ
ら

な
い
た
め
、
個
人
情
報
を
見
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
導
入

ま
で
の
流
れ
は
、
業
者
選
定
後
、
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
実

際
に
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
が
取
れ
る

か
の
試
験
な
ど
が
あ
る
た
め
、
一
年

近
く
か
か
り
ま
す
。

要
望  

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
事
業
化
さ

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の

ツ
ー
ル
に
な
り
え
る
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
も
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
え
る
と
思
う
の
で
こ
れ
ら
を
最

大
限
活
用
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て

　
　
　【
市
民
課
】

総
合
会
館
多
目
的
練
習
場
・

野
球
練
習
場
の
整
備
に
つ
い

て 

　【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
】
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五泉市議会だより　第63号

五泉市議会

問  

遊
休
農
地
の
面
積
を
伺
う
。

答  

遊
休
農
地
の
う
ち
、
耕
せ
ば
す

ぐ
に
利
用
で
き
る
農
地
が
〇
・
九
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
再
生
利
用
困
難
な
農

地
が
九
十
九
・
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。

問  
遊
休
農
地
対
策
補
助
金
が
遊
休

農
地
解
消
に
ど
の
く
ら
い
効
果
が
出

て
い
る
の
か
、
山
間
地
に
長
年
放
置

さ
れ
て
い
る
農
地
に
対
す
る
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

答  

三
年
間
で
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊

休
農
地
を
解
消
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山
林
化
し
た
農
地
を
農
地
台
帳
か
ら

除
き
、
農
地
と
し
て
利
用
で
き
る
場

所
と
線
引
き
す
る
こ
と
で
農
地
を
守

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問  

再
生
困
難
な
農
地
が
非
常
に
多

く
、
景
観
的
に
も
悪
い
が
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答  

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
確
認

し
た
遊
休
農
地
は
、
持
ち
主
に
対
し

て
草
刈
り
な
ど
を
し
て
農
地
が
荒
れ

な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

（◎委員長　○副委員長）

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
伊
藤
　
昭
一
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
鈴
木
　
良
民

○
白
井
　
妙
子
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
佐
藤
　
　
渉

（
主
な
質
疑
）

五
泉
応
援
団
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
、
咲
花
観
光

に
つ
い
て
【
商
工
観
光
課
】

問  

五
泉
応
援
団
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に
継
続
し

て
い
く
の
か
市
長
に
伺
う
。

答  

五
泉
市
と
多
様
に
か
か
わ
る
関

係
人
口
が
増
え
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

定
住
人
口
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
五
泉
応
援
団
は
、
現

在
約
千
人
の
会
員
が
い
ま
す
が
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
加

え
、
会
員
証
を
発
行
し
特
典
を
付
け

る
な
ど
し
、
拡
充
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
訪
れ
て
よ
し
、住
ん
で
よ
し
、

新
潟
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
作
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問  

咲
花
観
光
に
対
す
る
市
と
し
て

の
支
援
に
つ
い
て
、
市
長
に
伺
う
。

答  

お
客
さ
ん
を
呼
び
込
み
、
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
で
き
る
方

策
に
つ
い
て
咲
花
温
泉
の
方
と
意
見

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
咲
花
温
泉
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
情
報
発
信
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　２月定例会から始まったライブ配信では、本会議４日間
で延べ約3,600人もの方からご視聴いただきました。
　本会議開会中のみの配信となります。ＱＲコードを読み
取るか、 五泉市議会映像 　　で検索いただくと、議会中継
のページをご覧いただけます。

タブレッ
トでも！

本会議のライブ配信が始まりました！
　２月定例会から始まったライブ配信では、本会議４日間
で延べ約3,600人もの方からご視聴いただきました。
　本会議開会中のみの配信となります。ＱＲコードを読み
取るか、 五泉市議会映像配信 で検索いただくと、議会中継
のページをご覧いただけます。

パソコン

　　でも
！

スマホで
も！

五泉市議会ホームページをご覧ください。

　市議会ホームページでは、議会だよりや議員名簿、議会の予定、議決結果など、五泉市議会の情報
を発信しています。
　また、「会議録検索」をクリックすると、市議会本会議での会議録を閲覧することができます。

https://www.city.gosen.lg.jp/parliament/index.html

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
【
農
業
委
員
会
】
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一般質問

 13人が
  市政を問う！

問
答

【一般質問とは】各議員が市長などの執

行機関に対し、事務の執行状況や将来の

方針などについて、所信や疑問をただす

ことです。「議会だより」では限られた

文字数で広報委員会が編集しています。

【編集方法は、本会議において各議員が

行った一般質問の中から項目を１つに

絞って編集を行っています。】

　質問、答弁の詳しい内容は会議録でご

覧いただけます。今定例会の会議録は五

泉市ホームページで６月上旬頃から閲覧

いただけます。

問  

五
泉
市
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
交
流
人
口
拡
大
策
に
対
す
る
評

価
、
ま
た
、
市
長
が
選
挙
戦
で
掲
げ
て
い
た
五
泉
市
の
特
色
と
顧
客

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
現
状
の
認
識
、
交
流
人
口
促
進
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
強
化
の
具
体
的
な
取
組
、
そ
し
て
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
国
内

外
で
活
躍
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
験
を
生
か
し
た
関
係
人
口
の
創
出

と
活
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
伺
う
。

答  

花
シ
リ
ー
ズ
や
咲
花
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
交
流
人

口
の
拡
大
の
成
果
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
施
策
の
成
果
を
見
直
す
取
組

不
足
、
つ
ま
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
不
足
と
考
え
る
。
観
光
客
が
求
め
る

も
の
が
多
様
化
す
る
中
、
五
泉
市
の
魅
力
は
何
か
、
需
要
に
沿
っ
て
重

点
を
絞
っ
た
交
流
人
口
施
策
に
取
り
組
み
、
世
間
に
与
え
る
影
響
力
が

大
き
い
情
報
発
信
者
を
活
用
し
、
五
泉
の
魅
力
を
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

桑
原
　
一
憲 

議
員

交流人口、関係人口の創出、　　
　　　　　　　拡大推進について

問  

平
成
十
八
年
一
月
一
日
、
五
泉
村
松
が
合
併
し
て
十
六
年
が
経
過

し
た
。
令
和
四
年
一
月
末
現
在
の
人
口
は
四
万
七
千
九
百
八
十
五
人
で

あ
り
、
合
併
後
十
六
年
間
で
五
泉
市
の
人
口
は
一
万
四
百
五
十
一
人
減

少
し
た
。
現
在
当
市
に
は
様
々
な
課
題
問
題
が
山
積
す
る
。
田
辺
市
長

は
次
世
代
創
造
、
活
力
あ
る
五
泉
市
へ
の
挑
戦
、
新
し
い
市
政
、
開
か

れ
た
市
政
等
々
を
公
約
に
掲
げ
、
一
月
の
市
長
選
挙
に
初
当
選
し
た
。

市
長
の
思
い
描
く
五
泉
市
の
未
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

四
つ
の
テ
ー
マ
「
明
日
・
将
来
へ
の
五
泉
づ
く
り
」、「
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」
を
基
に
、
二
十
の
施

策
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
く
。
誰
も
が
、
五
泉
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
、
そ
う
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
未
来
像
と
し
て
掲

げ
る
。
訪
れ
て
よ
し
住
ん
で
よ
し
、
新
潟
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
五
泉
を

目
指
し
て
い
く
。

阿
部
　
周
夫 

議
員

五泉市の未来像について

問  

五
泉
、
村
松
に
住
む
若
者
が
遊
び
に
行
っ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
に

行
っ
た
り
す
る
場
所
の
多
く
は
、
新
潟
市
内
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
新
潟
市
内
へ
向
か
う
ア
ク
セ
ス
道
路
は
そ
う
多
く
は
な
く
、

五
泉
市
内
か
ら
市
外
、
特
に
新
潟
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答  

新
潟
市
に
向
か
う
主
な
道
路
と
し
て
は
、県
道
新
潟
村
松
三
川
線
、

秋
葉
区
小
口
か
ら
東
島
に
抜
け
る
峠
道
、
県
道
白
根
安
田
線
が
あ
る
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
東
南
環
状
線
の
整
備
で
は
、
寺
沢
地
内
か
ら
赤

海
地
内
に
至
る
区
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、
令
和
五
年
度
の
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
越
病
院
に
通
じ
る
岡
田
中
新
田
線
に
つ
い

て
も
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
潟
市
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

大
橋
　
建
太 

議
員

新潟市内と五泉のアクセスについて
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問  

子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
心
配
さ
れ
る
中
、
国

か
ら
五
歳
以
上
十
一
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る

方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
十
八
歳
以
上
、
十
二
歳
か
ら
十
七
歳
、
五
歳
か

ら
十
一
歳
と
大
き
く
分
け
て
三
パ
タ
ー
ン
の
接
種
を
同
時
進
行
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
よ
り
計
画
的
な
接
種
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答  

予
約
方
法
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
を
基
本
と

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
等
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
電

話
予
約
等
も
考
え
て
い
る
。
接
種
場
所
は
、
五
泉
中
央
病
院
及
び
渡
辺

内
科
と
わ
た
べ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。
対
象
者

は
約
二
千
四
百
人
で
あ
り
、
期
間
は
三
月
十
一
日
か
ら
順
次
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
一
日
当
た
り
の
接
種
人
数
に
つ
い
て

は
、
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

深
井
　
邦
彦 

議
員

５歳から11歳の新型コロナウイルス
ワクチン接種の計画について

問  

市
内
の
指
定
避
難
所
数
、
浸
水
想
定
避
難
所
数
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
避
難
所
数
、
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
指
定
避
難
所
の
開
設
運
用

の
基
本
方
針
、
指
定
避
難
所
に
お
け
る
災
害
時
に
利
用
可
能
な
防
災
機

能
設
備
等
の
確
保
状
況
、
そ
し
て
、
視
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
避
難
情
報

支
援
の
状
況
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
何
が
必
要
か

を
伺
う
。

答  

指
定
避
難
所
四
十
六
か
所
、
浸
水
想
定
避
難
所
十
四
か
所
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
内
避
難
所
四
か
所
と
な
っ
て
い
る
。
選
定
基
準
は
、
整

備
が
整
っ
て
お
り
、
緊
急
時
に
開
設
で
き
る
基
幹
避
難
所
と
し
て
八
か

所
指
定
し
、
災
害
の
規
模
や
状
況
に
応
じ
、
安
全
性
を
確
認
し
な
が
ら

優
先
的
に
開
放
し
て
い
る
。
視
聴
覚
障
が
い
者
等
に
対
し
て
は
、
台
帳

を
作
成
し
災
害
時
に
は
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
に
対
し
て
は
、
一

人
一
人
が
平
時
か
ら
避
難
行
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

長
谷
川
政
弘 

議
員

指定避難所安全対策等の　　　　
　　　　　　　防災行政について

問  

私
は
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
す
る
社
会
づ
く
り
を
、
み
ん
な

で
支
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
一

部
負
担
金
を
見
直
し
、
全
額
廃
止
し
て
子
ど
も
最
優
先
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
意
見
を
伺
う
。

答  

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
は
、
出
生
後
か
ら
十
八
歳
を
迎
え
た

年
度
末
ま
で
と
し
て
お
り
、
二
十
市
の
中
で
も
先
駆
け
て
対
象
を
拡
大

し
た
。
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
外
来
が
一
回
五
百
三
十
円
、
入
院

で
は
一
日
に
つ
き
千
二
百
円
と
し
て
い
る
。
な
お
、
ひ
と
り
親
医
療
費

助
成
や
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
併
せ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
は
家
族
の
宝
、五
泉
の
宝
で
あ
る
。

今
後
し
っ
か
り
と
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
田
　
正
良 

議
員

子育て支援の拡充について

問  

世
代
交
代
を
掲
げ
、
民
間
で
の
経
験
と
人
脈
を
生
か
し
、
五
泉
市

を
新
潟
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
に
と
訴
え
て
き
た
市
長
の
決
意
を
伺

う
。
ま
た
、
市
長
が
目
指
す
魅
力
的
で
あ
り
続
け
る
今
後
の
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答  

市
民
の
誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
、
訪
れ
て
よ
し
、

住
ん
で
よ
し
、
新
潟
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
五
泉
を
目
指
し
、
魅
力
的
な

ま
ち
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
令
和
四
年
度
は
第
二
次
五
泉
市

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

展
開
し
て
き
た
様
々
な
施
策
を
土
台
に
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
基
本

政
策
で
あ
る
い
き
い
き
、
安
心
、
ふ
れ
あ
い
、
活
気
、
快
適
の
五
つ
の

視
点
か
ら
事
業
を
推
進
し
、
公
約
の
最
初
の
事
業
と
し
て
防
災
防
犯
総

点
検
に
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

伊
藤
　
昭
一 

議
員

魅力的であり続ける
　　五泉市の今後の施策について
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問  

現
在
の
濃
厚
接
触
者
は
、
保
健
所
の
業
務
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
連
絡
は
な
く
、
自
分
で
判
断
し
自
宅
待
機
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
症
状
が
な
い
ま
ま
感
染
し
て
い
る
と
不
安
で
あ
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
七
日
間
の
自
宅
待

機
と
な
れ
ば
外
出
も
で
き
な
い
た
め
、
自
宅
療
養
者
と
同
様
に
生
活
を

支
え
る
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

答  

濃
厚
接
触
者
に
対
し
、
現
在
、
感
染
者
の
同
居
家
族
や
介
護
施
設

等
を
中
心
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
基
本
的
に
最

終
接
触
の
翌
日
か
ら
七
日
間
自
宅
待
機
し
て
も
ら
い
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
っ
た
場
合
か
か
り
つ
け
医
等
に
受
診
や
検
査
の
相
談
を
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
濃
厚
接
触
者
の
支
援
は
、
他
市
町
村
の
状
況
を
見

な
が
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

白
井
　
妙
子 

議
員

濃厚接触者支援について

問  

住
居
表
示
は
分
か
り
や
す
い
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う
が
五
分
割
の

区
割
り
で
は
、
一
つ
の
街
区
が
広
く
な
り
過
ぎ
て
分
か
ら
な
い
。「
ど

こ
で
」
が
早
く
分
か
る
こ
と
に
よ
り
、
事
件
、
事
故
、
災
害
の
素
早
い

解
決
に
つ
な
が
る
。
文
化
遺
産
と
も
言
え
る
歴
史
あ
る
通
称
名
を
生
か

し
、
観
光
に
も
大
い
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
慣
れ
親
し
ん
だ
分

か
り
や
す
い
通
称
名
を
正
式
な
住
居
表
示
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
新
市
長
の
見
解
と
こ
れ
か
ら
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

平
成
二
十
五
年
三
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
約
二
百
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
実
施
区
域
と
、
実
施
方
法
を
街
区
方
式
と
す
る
議
決
が
な

さ
れ
た
。
住
居
表
示
を
進
め
る
に
当
た
り
、
議
決
後
の
原
点
に
立
ち
帰

り
、
住
民
の
皆
様
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考

え
、
再
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
井
　
博 

議
員

住居表示の意義について

問  

人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
少
子
化
に
よ
る
出
生
数
は
、
平

成
二
十
八
年
度
に
は
二
百
八
十
二
人
と
三
百
人
を
割
り
、
近
年
で
は
、

令
和
元
年
度
二
百
十
二
人
、
令
和
二
年
度
二
百
八
人
、
令
和
三
年
度
の

一
月
末
で
は
百
八
十
八
人
で
あ
り
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
減
少
す
る
と
、
あ

と
数
年
後
に
は
二
百
人
を
割
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
活
力
あ
る
五
泉
市
の
実
現
を
目
指
す
田
辺
市
長
は
、
こ
の
少
子
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答  

人
口
減
少
問
題
及
び
少
子
化
対
策
は
、
市
の
最
重
要
課
題
で
、
短

期
間
に
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
の
継
続
し
た
取
組
の

中
で
徐
々
に
成
果
が
現
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
の
取
組

だ
け
で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

耳
を
傾
け
、
一
体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐
藤
　
渉 

議
員

人口減少問題について

問  

第
六
波
が
高
止
ま
り
の
状
況
で
あ
る
が
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
と
直
近
の
自
宅
療
養
者
の
数
と
支
援
状
況
を
伺
う
。

答  
市
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
判
明
は
二

月
二
十
四
日
現
在
五
百
三
十
名
で
、
う
ち
一
月
以
降
の
感
染
者
数
は

三
百
十
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
波
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
主
流
と

な
り
、
感
染
力
の
強
さ
か
ら
感
染
の
拡
大
が
み
ら
れ
、
感
染
拡
大
防
止

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
今
後
も
保
健
所
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
感

染
防
止
に
努
め
て
い
く
。
感
染
に
よ
り
、
自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
四
日
現
在
百
五
十
八
名
に
支
援

し
て
お
り
、
感
染
が
判
明
し
た
方
か
ら
の
申
請
を
受
け
、
お
よ
そ
十
日

分
の
食
料
品
を
職
員
が
配
送
し
て
い
る
。

波
塚
　
静
亮 

議
員

新型コロナウイルスの　　　　　
　　　　感染状況と対策について
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五泉市議会

問  

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
の
市
議
会
で
市
街
地
の
区
域
及
び

住
居
表
示
の
方
式
と
し
て
、
街
区
方
式
が
議
決
さ
れ
て
か
ら
九
年
間
進

展
し
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
五
分
割
に
対
す
る
反
対
意
見
や

城
下
町
と
し
て
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
通
称
町
名
を
生
か
し
た
住
居
表
示

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
通
称
名
を
生
か
し
た
住
居
表
示
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
十

分
な
時
間
を
か
け
、
準
備
委
員
会
を
設
置
し
議
論
を
重
ね
、
住
民
説
明

会
を
開
催
し
て
住
民
の
理
解
を
得
た
上
で
、
住
居
表
示
審
議
会
に
諮
問

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

新
た
に
市
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
住
居
表
示
整
備
事
業

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様
の
意
思
が
基
本
と
考
え
る
の
で
、

議
決
後
の
原
点
に
立
ち
返
り
再
検
討
し
た
い
。

鈴
木
　
良
民 

議
員

村松地区の住居表示について

問  

市
長
は
五
泉
市
内
を
く
ま
な
く
回
ら
れ
た
が
、
五
泉
市
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、
新
潟

県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
五
泉
市
を
実
現
す
る
た
め
、
今
や
ら
け
れ
ば
な
ら

な
い
喫
緊
の
課
題
は
何
か
、そ
し
て
、今
後
の
田
辺
新
体
制
に
つ
い
て
、

温
故
知
新
、
つ
ま
り
五
泉
の
伝
統
を
守
り
、
五
泉
に
新
し
い
風
を
起
こ

す
上
で
ど
の
よ
う
な
体
制
と
予
算
が
必
要
か
伺
う
。

答  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
不
足
に
よ
り
、
定
量
的
、
定
性
的
な
分
析
が
十

分
で
な
い
た
め
、
し
っ
か
り
捉
え
な
が
ら
今
後
取
組
ん
で
い
く
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
産
業
や
観
光
等
に
多
大
な
影
響
が
出
て
い
る
た
め
、
本
市

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
地
域
力
の
再
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、第
二
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
予
算
編
成
を
し
、

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
支
援
や
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
新
し
い

市
政
、
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
す
。

羽
下
　
貢 

議
員

五泉市の現状認識と　　　　　　
　　　　　　喫緊の課題について

発議について
― 次の発議を可決しました。―

◆発議第１号

　ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議

　ロシア連邦のウクライナに対する侵略行為は、武力の行使を禁じている国際法及び国連憲章
に違反していることは明確であり、力による一方的な現状変更は決して許されないものである。
また、この侵略行為はどんな詭弁を弄しても断じて容認できるものではない。現在の状況は、
大量の難民が周辺国に流入し、小さな子どもたちを含む多数の民間人が犠牲になっており悪化
の一途を辿っている。そして、プーチン大統領は核兵器の使用にも言及している。威嚇だとし
ても平和を希求する国際社会への挑戦であり、唯一の被爆国である日本としては決して許して
はならず、非核平和都市を宣言している五泉市としてもこの発言は看過できるものではない。
　ここに五泉市議会はロシア連邦のウクライナでの即時停戦とロシア軍の撤退を強く求める。
また、ウクライナへの人道支援や在留邦人の安全の確保を強く求める。
　以上、決議する。

　令和４年３月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　泉　市　議　会　

田邊正幸市長の表記については、本議会だよりにおいては田辺市長と表記いたします。
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◆発議第２号

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書

　少子高齢化や人口減少の進行により、あらゆる現場で人手不足や後継者不足が叫ば

れる中で、新しい地域社会の構築は、地方自治体にとって喫緊の課題となっている。

また今後は、新型コロナウイルス感染症などの感染症の蔓延を防ぐ上で、人と人との

直接的な接触を低減させることが必要となり、働き方や教育、医療や福祉といった日

常的生活の現場の変容が求められている。

　そして今、政府の「デジタル田園都市国家構想」への取り組みをはじめ、社会のデ

ジタル化への流れが加速する中で、誰一人取り残されないデジタル社会の実現を目指

して、地域の課題解決に資するデジタル化を、適切かつ迅速に推進し、すべての住民

がその恩恵を享受できる社会を構築する時代が到来した。

　そこで政府に対して、子どもたちの学びの継続、医療への適時適切なアクセス、新

しい分散型社会の構築、持続可能な地域の医療と介護、地域住民の安全で安心な移動

など、特に地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進について特段の取り組み

を求める。

記

（１）すべての子どもたちの学びの継続のために

　　　すべての地域で、感染症の拡大防止や不登校児童生徒への柔軟な対応など、誰

もがどこでも安心して学びが継続できるように、リモート授業を可能にするた

めの通信環境等の整備、デジタル教材や通信料の無償化など、各家庭の状況に

配慮した対応ができるよう、所要の措置を講じること。

（２）医療への適時適切なアクセスのために

　　　地域住民が安心して医療にアクセスできるよう、オンライン診療等を誰もが身

【提出先】デジタル大臣、地方創生担当大臣、新型コロナ対策・健康危機管理担当大臣、

　　　　　デジタル田園都市国家構想担当大臣
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近に受けられるように、現在、オンライン診療を適切に実施する前提となって

いる「かかりつけの医師」について、各地域に適切に配備すると同時に、その

存在と役割を周知する広報活動の充実など、すべての住民が「かかりつけの医

師」につながれるための取り組みを強化すること。

（３）新しい分散型社会の構築のために

　　　地域の新しい兼業農家やデジタル人材の確保に向け、「転職なき移住」を実現

するためのテレワークの拡大や、サテライトオフィスの整備等に対する補助金

等の拡充や税制の優遇、さらに移住者への住宅取得支援や通信料金の軽減など、

分散型社会の構築への総合的な取り組みを強化すること。

（４）地域住民の安全で安心な移動のために

　　　政府では、高齢化が進行する中山間地域における生活の足の確保等のため、道

の駅等を拠点とした自動運転サービスの実証実験を平成29年度より全国18か

所で実施してきた。こうした技術面やビジネスモデル等に関する実験結果を踏

まえ、各地域への実装配備が進められるように、導入要件の検討や補助事業の

創設などに早急に取り組むこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和４年３月18日

新 潟 県 五 泉 市 議 会　　

議 長 　 林 　 　 茂 　

五泉市議会
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◆発議第３号

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　対象職種の拡大を求める意見書

　近年の少子高齢化の進行により、介護が必要な高齢者が増加する一方で、各介護の現場では、

介護人材の確保に大変に苦慮している現状である。また、コロナ禍での介護サービスの継続も

含め、介護人材のエッセンシャルワーカーとしての役割がますます重要となっており、その処

遇の改善が求められている。

　今般、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策（令和３年11月19日閣議決定）において、

賃上げ効果が継続される取組を行うことを前提として、収入を３％程度（月額9,000円）引き

上げるための措置を実施することが決定し、令和４年10月以降については臨時の報酬改定を

行い所要の措置が講じられることになっている。

　そこで政府に対して、この介護職員の処遇改善においては、今回の臨時の報酬改定とともに、

原則３年ごとに行う公的価格の改定も含め、制度の簡素化や介護報酬の運用について事業所毎

の柔軟な対応を進め、地域の介護サービスを持続可能なものとするために、以下の事項に対し

て特段の配慮を求める。

記

（１）臨時の報酬改定（令和４年10月以降）において新設される新たな加算については、現

行の二つの加算（介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算）の統合を含

めた一本化を検討するなど、事務手続きの簡素化に最大限努めること。

（２）介護職員等特定処遇改善加算の配分方法について、その対象者については、事務職員等

も含めて、法人や事業所が実情に応じて柔軟な判断を行いながら、加算金の弾力的な運

用が可能となるよう所要の措置を講じること。

（３）原則３年ごとに行う公的価格の見直しにおいては、現行の加算（介護職員処遇改善加算

及び介護職員等特定処遇改善加算）との整合性を踏まえた上で、各介護職員の勤続年数

と施設内でのキャリア検定制度などを組合せた人件費をベースにしての事業所毎の介護

報酬総額を算定する方式に変更するなど、介護報酬申請の手続きの簡素化と、人材確保

への事業者の裁量権を拡大するための制度の刷新を検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和４年３月18日

新 潟 県 五 泉 市 議 会　　

議 長 　 林 　 　 茂 　

【提出先】厚生労働大臣

　２月定例会から始まったライブ配信では、本会議４日間
で延べ約3,600人もの方からご視聴いただきました。
　本会議開会中のみの配信となります。ＱＲコードを読み
取るか、 五泉市議会映像 　　で検索いただくと、議会中継
のページをご覧いただけます。

タブレッ
トでも！

本会議のライブ配信が始まりました！
　２月定例会から始まったライブ配信では、本会議４日間
で延べ約3,600人もの方からご視聴いただきました。
　本会議開会中のみの配信となります。ＱＲコードを読み
取るか、 五泉市議会映像配信 で検索いただくと、議会中継
のページをご覧いただけます。

パソコン

　　でも
！

スマホで
も！

五泉市議会ホームページをご覧ください。

　市議会ホームページでは、議会だよりや議員名簿、議会の予定、議決結果など、五泉市議会の情報
を発信しています。
　また、「会議録検索」をクリックすると、市議会本会議での会議録を閲覧することができます。

https://www.city.gosen.lg.jp/parliament/index.html
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◆発議第４号

水田活用直接支払交付金の見直しに関する意見書

　農林水産省は昨年11月に「水田活用直接支払交付金」の見直し案を提示した。今年に入り、

農業現場には何の説明も調査もないままに、農家に見直し案が通知されてきた。

　見直し案は、

　　①水路や畔があっても、令和４年から５年間、水稲作付けが行われない農地は対象外とする。

　　②多年生牧草は10アールあたり現行3.5万円から、播種しない年は１万円に減額する。

　　③飼料用米などの複数年加算（10アール1.2万円）を廃止する。

　　④畑地化支援として、野菜など高収益作物の場合は10アール17万５千円、それ以外の作

　　　物は同10万５千円を１回限り支払うとしている。

　交付金を大幅に削減する内容で、多くの農家が交付金の減額・廃止の対象になる恐れがあり、

「営農計画が立てられない」「離農と耕作放棄を促進させるメッセージだ」など、農業現場で

は怒りと混乱が広がっている。

　昨年からの米価の大幅下落に続き、農業に軸足を置く地方経済にとっても大きなマイナスと

なるものである。さらに、終わりの見えないコロナ禍や、ウクライナ戦火を見る中、食料の安

全保障を確保するためにも、「水田活用直接交付金」の見直しを撤回するよう、政府に強く要

請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和４年３月18日

新 潟 県 五 泉 市 議 会　　

議 長 　 林 　 　 茂 　

五泉市議会

【提出先】農林水産大臣
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五泉市議会

主な議案の議決結果・概要【第３回　２月定例会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第 
４号

大蒲原辺地に係る総合整備計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第 
５号

夏針辺地に係る総合整備計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
６号

川内辺地に係る総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
７号

蛭野辺地に係る総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
８号

五泉市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
９号

五泉市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
10号

五泉市職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
11号

五泉市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適
用に伴う固定資産税の特例に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
12号

五泉市道路占用料条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
13号

五泉市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
14号

土地の売払いについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
15号

市道の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
16号

市道の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
17号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第18号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
18号

令和３年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
19号

令和３年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
20号

令和３年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
21号

令和３年度五泉市水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
22号

令和３年度五泉市下水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
23号

令和４年度五泉市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
24号

令和４年度五泉市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
25号

令和４年度五泉市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
26号

令和４年度五泉市川東財産区一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
27号

令和４年度五泉市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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五泉市議会

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第
28号

令和４年度五泉市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

※
１

議第
29号

令和４年度五泉市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
30号

五泉市農業委員会委員の任命について（阿部伸由 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
31号

五泉市農業委員会委員の任命について（𫝆井聡 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
32号

五泉市農業委員会委員の任命について（大樌彰吉氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
33号

五泉市農業委員会委員の任命について（大湊弘明 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
34号

五泉市農業委員会委員の任命について（加藤健一 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
35号

五泉市農業委員会委員の任命について（金子信行 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
36号

五泉市農業委員会委員の任命について（亀山公子 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
37号

五泉市農業委員会委員の任命について（川村孝雄 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
38号

五泉市農業委員会委員の任命について（小泉和吉 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
39号

五泉市農業委員会委員の任命について（権平孝男 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
40号

五泉市農業委員会委員の任命について（酒井美奈子 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
41号

五泉市農業委員会委員の任命について（髙橋喜美子 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
42号

五泉市農業委員会委員の任命について（羽賀隆 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
43号

五泉市農業委員会委員の任命について（長谷川亘 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
44号

五泉市農業委員会委員の任命について（林毅 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
45号

五泉市農業委員会委員の任命について（樋口勝俊 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
46号

五泉市農業委員会委員の任命について（松尾タカ子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
47号

五泉市農業委員会委員の任命について（渡辺清滋 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
48号

五泉市農業委員会委員の任命について（渡邉利雄 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
49号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第19号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
50号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第20号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
51号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第21号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

議第
52号

五泉市副市長の選任について（佐藤豊 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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五泉市議会

（菅出：水芭蕉公園）

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 五泉市議会事務局　TEL 0250-43-3911

　

今
年
も
、
水
芭
蕉
か
ら
花
の
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
穏
で
あ
る
べ
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

の
暮
ら
し
が
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
り
奪
わ
れ
、

幾
筋
も
の
子
ど
も
た
ち
の
涙
が
流
れ
て
お
り
ま

す
。
当
市
議
会
は
、
こ
の
侵
略
に
抗
議
す
る
決

議
を
二
月
定
例
会
で
行
い
ま
し
た
。
本
紙
が
届

く
頃
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
撤
退
し
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

連
日
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
中
、
五
歳

か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
医
師
会
で
は
、「
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
園

や
学
校
で
の
日
常
を
継
続
で
き
る
可
能
性
を
高

め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
よ
く
ご
相

談
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
基
本
的
な

感
染
症
対
策
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
客
足
が
遠
の
く
中
、
原
油
高
、

穀
物
高
等
に
伴
う
物
価
高
騰
が
、
市
民
生
活
に

追
い
打
ち
を
か
け
始
め
て
い
ま
す
。

　

遅
れ
を
取
ら
な
い
必
要
な
対
策
で
、
新
一
年

生
の
笑
顔
の
花
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。 編

集

後

記

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

山
田　

正
良

　

副
委
員
長　

佐
藤　

良
徳

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃
　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃
　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃
　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃
　
　

深
井　

邦
彦

※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
長

議第
53号

五泉市教育長の任命について（伊藤順子 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

※
１

請
願
者

請願 
第１

老齢基礎年金等の抜本的な改善を求める請願
不採
択

● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ー ●

議
　
　
　
員

発　議 
第１号

ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

発　議 
第２号

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意
見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

発　議 
第３号

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡
大を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

発　議 
第４号

水田活用直接支払交付金の見直しに関する意見書の提出につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○


